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No. 17 (1972) 

植物粘質物（第5報〉

ナルコユリ根茎から粘質多糖類 Falcatanの単離と性質

友田正司，中探里美，岡本早苗，栗田みち子

（日本薬学会第 92年会（1972年 4月）で発表）

〔日的〕 ナルコユリの根茎は生薬の黄精として用いられるが，成分は知られてし、ない．第 2報

でアマドコロの根茎成分として Odoratanなどを報告したが，それと対比する興味もあって成分

の検索と，単離された多糖類の性質の検討を行なった．

〔実験〕 新鮮な根茎を熱メタノール抽出後，不溶部を熱水で抽出した液に，｛音量のエタノール

を加えて粗多糖類の沈殿を得た．これを DEAEセルロース（acetate）クロマトグラフィーで精

製し，水溶出部から単離された粘質多精類をガラス繊維紙電気泳動および SephadexG-200に

よるゲルクロマトグラフィーで均質性を検討した．加水分解物の TLCおよび TMS化体の

GLC，還元成績体の TFA化後 GLC，レゾルシン法およびカルパゾーノレ法などの手段で構成糖

を分析し， 3f'hヨウ素酸酸化とそれに続く Smith分解の他に，酵素分解も行なって構造を研究し

7こ．

〔結果〕 精製された粘質多糖類（falcatan と命名）は o-fructose:o-mannose: o-glucose: 

o-galacturonic acid （モノレ比は 25:10: 5: 1）で構成され，［α］包－29.0° (H20），極限粘度 2.75

で，構成単糖 1モノレあたり過ヨウ素酸0.81モルを消費し，ギ酸0.03モルを生成した. Smith分

解成績体として， glycerol,erythritol, mannose, glycolaldehydeが得られ，マンノース残基に

よる分校と， 1→4結合の存在が推定される./3-F ructofuranosidaseによる分解はほぼ完全に進

行した．

植物粘質物（第6報〉

Plantasanの部分加水分解成績体

友田正司，宇野正代

（日本薬学会第 92年会（1972年 4月）で発表）

〔目的〕 オオパコの種子（車前子）から得た粘質多糖類 Plantasanの性質と基本構造は，第

1報および第3報で報告したが，複雑な多岐分枝構造研究の一環として，今回は部分酸加水分解

を行なって単純化した少糖類部分を分離し，それらの構造を検討した．

〔実験〕 試料を 0.01N-H2S04,90°, 16 hrまたは 0.1N-H2SO, 90°, 2 hr処理し，冷後透析

して外液は中和後活性炭カラムで分匝iし，さらに PPCで精製して中性二糖類を得た．透析内液

はさらに 0.5N-H2S04,90°, 2 hr処理し，中和して Dowex44カラムを通し水洗後， 2%ギ酸

でj容出した部分を活性炭カラムなどで精製して酸性二糖類を得た．各少糖類は加水分解後 TLC

および TMS化体の GLCを行ない， オルシン法， カルパゾール法などでも構成糖を分析し，

NaBH4で還元成績体を得，加水分解物 TFA化体の GLCで還元未端を決定すると共に，両者

について過ヨウ素酸酸化を行ない，箱守法によるメチル後メタノリシス成績体の GLCの結果と
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